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人
々
の
自
由
、
身
体
そ
し
て
生
存
そ
の
も
の
に
と
っ
て
き
わ
め
て
危
機
的
な
事
態
と
し
て
ｌ
疫
病
や
天
災
を
別
に
し
て
ｌ
国
家
間
の

戦
争
、
国
内
の
内
戦
・
騒
擾
・
緊
急
事
態
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
人
々
の
苦
し
み
を
生
み
出
す
事
態
に
対
し
て
国

際
法
は
ど
の
よ
う
な
対
処
制
度
を
有
し
て
き
た
か
。
ま
ず
国
家
間
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、
そ
の
戦
闘
行
為
に
関
し
て
戦
争
目
的
に
照
ら

し
て
不
必
要
な
破
壊
・
殺
裁
を
禁
止
し
、
さ
ら
に
は
戦
争
（
武
力
の
行
使
）
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

戦
争
に
よ
り
不
可
避
的
に
生
み
出
さ
れ
る
人
間
の
苦
し
み
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
国
内
の
内
戦
に
つ
い
て
も
国
家
間
の
戦

争
に
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
又
は
そ
の
基
本
原
則
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
ま
た
、
た
と
え
戦
争
や
内
戦
・
騒
擾
・

緊
急
事
態
に
お
い
て
も
基
本
的
な
人
権
は
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
の
停
止

と
い
う
最
悪
の
事
態
を
回
避
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
法
の
制
度
が
、
そ
の
実
効
面
に
お
い
て
多
く
の
課
題
を
残
し

た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
別
に
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
国
際
法
上
の
制
度
と
し

て
、
国
家
間
の
国
際
戦
争
に
関
し
て
は
古
く
か
ら
戦
時
国
際
法
の
名
の
下
に
戦
闘
行
為
を
制
限
す
る
多
く
の
規
則
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
、

特
に
第
二
次
大
戦
後
に
は
国
際
人
権
法
の
名
の
下
に
人
の
自
由
、
身
体
の
保
護
、
差
別
の
禁
止
な
ど
を
規
定
す
る
国
際
法
（
条
約
そ
し

て
さ
ら
に
は
慣
習
法
）
が
作
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
し
か
し
、
国
内
の
武
力
紛
争
に
至
ら
な
い
緊
張
・
騒
擾
の
事
態
に
お
い
て
は
国
際

法
上
の
制
度
的
な
人
の
保
護
が
き
わ
め
て
不
当
に
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の

は
じ
め
に

こ
の
疑
問
を
い
ち
早
く
提
示
し
た
の
が
言
①
『
目
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
た
と
え
人
権
遵
守
義
務
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る

国
で
な
く
て
も
、
人
権
の
逸
脱
（
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
を
正
当
化
す
る
公
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
て
お
り
、
し
か
し
武
力
紛
争
に
は
至
っ

で
あ
る
。
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（
Ⅲ
）

辱
【
⑰
『
ｏ
己
は
、
こ
の
考
え
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
一
九
八
八
年
に
こ
の
た
め
の
文
書
を
私
案
と
し
て
提
案
す
る
。
さ
ら
に
一
九
九
○

（
１
）

年
に
は
他
の
専
門
家
た
ち
と
共
に
「
最
小
限
の
人
道
基
準
宣
言
」
を
作
成
す
る
に
至
る
。
そ
の
後
一
九
九
四
年
に
国
連
人
権
委
員
会
差

別
防
止
及
び
少
数
者
保
護
小
委
員
会
は
、
特
に
ポ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ピ
ナ
お
よ
び
ル
ワ
ン
ダ
で
の
大
規
模
な
人
権
・
人
道
法
違
反

に
衝
撃
を
受
け
、
こ
の
言
①
『
目
等
の
「
最
小
限
の
人
道
基
準
宣
言
」
に
注
目
し
、
こ
の
「
宣
言
」
を
人
権
委
員
会
に
送
付
し
て
、
そ
の

（
５
）

検
討
を
勧
生
口
し
た
。
国
連
人
権
委
員
会
は
、
国
際
法
や
国
連
憲
章
に
一
致
す
る
仕
方
で
国
内
的
暴
力
・
騒
擾
・
緊
張
の
事
態
や
公
の
緊

急
事
態
に
適
用
さ
れ
る
諸
原
則
に
取
り
組
む
必
要
性
を
認
識
し
、
そ
し
て
事
務
総
長
に
対
し
て
こ
の
問
題
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
を

（
６
）

（
句
０
》

求
め
た
。
事
務
総
長
は
、
》
」
の
「
宣
言
」
に
つ
い
て
の
各
国
各
機
関
の
コ
メ
ン
ト
を
取
り
ま
と
め
た
後
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
詳
し
く

（
８
）

分
析
す
る
報
告
書
を
作
成
し
て
き
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
九
八
年
報
生
口
書
の
中
で
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
「
最
小
限
の
人
道
基
準
」
と

（
９
）

い
う
用
語
よ
り
も
「
基
本
的
人
道
基
準
」
と
い
う
用
語
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
国
連
人
権
委
員
会
の
九
九
年
の
決
議
か
ら
は
》
」

て
い
な
い
の
で
共
通
第
三
条
の
適
用
は
必
要
と
さ
れ
な
い
、
と
も
っ
と
も
ら
し
く
主
張
し
う
る
。
通
常
適
川
さ
れ
る
人
権
か
ら
の
逸
脱

と
人
道
法
の
非
適
用
と
の
複
合
的
効
果
に
よ
り
、
国
内
的
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
諸
国
の
住
民
に
対
し
て
駿
本
的
な
保
趨
が
否
定
さ
れ

る
結
果
と
な
る
。
・
・
…
．
要
す
る
に
、
法
的
不
確
実
性
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
お
そ
ら
く
法
的
欠
落
す
ら
存
在
し
て
い
る
こ

（
１
）

と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
、
国
内
的
な
闘
争
・
暴
力
の
事
態
に
最
小
限
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
権
文
書
の

（①』）

必
要
性
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
武
力
紛
争
に
至
ら
な
い
国
内
的
緊
張
・
騒
擾
の
事
態
に
は
、
国
際
人
道
法

は
適
用
さ
れ
ず
、
他
方
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
お
い
て
は
人
権
諸
条
約
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
条
項
に
よ
り
多
く
の
人
権
が
停
止
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、
人
権
上
の
保
謹
が
き
わ
め
て
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
武
力
紛
争
に
至
ら
な
い
国
内
的
緊
張
・
騒
擾
の
事
態
に
適
用
さ
れ
る
最
小
限
の
人
権
を
規
定
す
る
文
諜
が
必
要
で
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
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（
Ⅲ
）

の
「
基
本
的
人
道
基
準
」
と
い
う
表
現
が
決
議
の
表
題
と
↑
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
富
①
８
回
等
の
提
案
す
る
よ
う
な
「
最
小
限
の
人
道
基
準
」
あ
る
い
は
「
基
本
的
人
道
基
準
」
を
文
書
化
す
る
試
み
は
、
は
た
し

て
、
今
日
の
事
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
役
立
ち
う
る
の
か
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
理
論
的
な
問
題
は
な
に
か
。
こ
の
「
最
小
限
の
人
道
基

準
」
あ
る
い
は
「
基
本
的
人
道
基
準
」
は
、
人
権
法
な
の
か
人
道
法
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
よ
う
な
区
別
は
無
意
味
な
の
か
。
本
稿

で
は
、
こ
の
富
①
８
口
の
提
言
と
、
そ
れ
に
続
く
国
連
内
部
で
の
検
討
を
受
け
て
、
特
に
国
際
人
道
法
の
観
点
か
ら
、
こ
の
「
宣
言
」
作

成
の
試
み
を
批
判
的
に
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
『
豈
８
口
。
『
言
①
『
。
Ｐ
《
←
○
口
二
①
旨
い
□
且
筐
画
一
の
刀
⑰
：
可
。
【
エ
臣
ョ
⑤
昌
巨
『
旨
。
。
■
ニ
エ
Ｅ
ョ
卸
弓
戸
曰
頤
三
切
声
、
學
三
陸
ョ
○
三
⑰
ｚ
の
⑰
」
『
。
『
■
ｚ
⑰
乏

一
。
里
『
巳
ョ
：
一
葛
マ
エ
ョ
ミ
、
§
」
・
ミ
ョ
ミ
ミ
｛
ミ
⑯
ヨ
ミ
へ
：
ミ
ト
§
ぐ
。
一
・
コ
（
］
・
田
）
で
．
。
ｇ
・

グー、〆■■

３２
、￣、－〆

（
３
）
『
。
：
：
『
三
の
『
・
具
己
『
昌
一
富
。
：
｜
Ｃ
・
烏
『
昌
一
。
■
・
ロ
旨
⑰
『
：
一
切
一
コ
【
の
葛
》
』
ミ
、
ヨ
ミ
一
・
百
一
宛
、
息
：
旦
暮
⑩
記
貝
Ｑ
・
園
Ｚ
。
．
⑬
目
．
（
己
恩
）

弓
・
ａ
１
晟
・
こ
の
一
九
八
八
年
の
三
⑥
『
：
提
案
に
つ
い
て
、
山
下
恭
弘
「
国
内
的
な
騒
擾
・
緊
張
の
事
態
と
国
際
人
道
法
」
『
早
稲
田
大
学

大
学
院
法
研
論
集
』
第
五
八
号
参
照
。

（
４
）
エ
ミ
ミ
（
、
§
」
◎
ミ
ョ
ミ
ミ
｛
ミ
⑩
『
国
目
・
目
一
ト
ロ
｝
こ
ぐ
。
］
・
田
（
］
＠
℃
〕
）
弓
・
』
『
い
，
い
臣
．
（
和
訳
と
し
て
、
糟
谷
英
之
「
『
最
低
限
度
の
人
道
的
基

準
に
関
す
る
宣
言
』
案
」
『
八
代
学
院
大
学
紀
要
』
第
四
一
号
七
一
～
七
六
頁
）
な
お
、
一
九
九
四
年
に
若
干
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る

念
ョ
、
『
（
、
§
」
Ｃ
ミ
ゴ
ミ
ミ
｛
員
⑩
ミ
ミ
】
Ｃ
目
ヘ
ト
ミ
と
ぐ
。
－
・
巴
（
］
ｇ
い
）
弓
’
い
】
い
，
凹
巳
・
）
。

（
５
）
、
へ
、
ｚ
’
一
一
ｍ
ご
国
・
ビ
ア
、
⑫
｝
］
ｃ
ｃ
←
へ
⑬
①

｛。一旦・・で０①Ｃ」。



｢基本的人道基翠」作成の賊みについて（樋口一彦）2３５

国
際
人
権
法
は
、
「
個
人
お
よ
び
個
人
の
団
体
が
国
際
的
に
保
障
さ
れ
た
権
利
を
政
府
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
、
こ
れ
ら
の
人

（
１
）

た
ち
を
保
護
す
る
》
」
と
、
な
ら
び
に
、
こ
の
人
た
ち
に
保
障
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
権
利
を
促
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
法
」
で
あ
る
と
定
義

さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
個
人
の
保
護
に
関
し
て
国
際
法
上
古
く
か
ら
存
在
す
る
外
交
的
保
護
の
制
度
が
「
基
本
的
に
は
、
外
国
人
を

保
護
す
べ
き
領
域
国
の
義
務
の
違
反
と
そ
の
場
合
に
自
国
民
を
保
護
す
る
本
国
の
権
利
、
と
い
う
国
家
対
国
家
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

（
２
》

ら
れ
る
」
の
に
対
し
て
、
「
現
在
の
国
際
人
権
保
障
は
、
国
家
間
相
互
の
権
利
義
務
関
係
の
間
接
的
な
効
果
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
と

（
級
）

し
て
の
個
人
の
人
権
を
直
接
に
承
認
し
た
う
え
で
、
条
約
締
約
国
に
そ
の
保
護
義
務
を
課
す
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
国
際
人
権
法
は
、
国
家
が
個
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
、
他
の
国
に
対
し
て
約
束
す
る
、
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
の

Ｉ
グー、￣、￣￣、〆■、

1０９８７６
－ジ、ログ、■〆、－〆、．〆

１
国
際
人
権
法
と
国
際
人
適
法

辺
、
Ｚ
・
全
】
℃
ｂ
Ｑ
ｍ
Ｃ
・
コ
ニ
ン
ニ
ロ
・
】
～
四
・

ｍ
｛
の
ｚ
・
や
｛
】
ｂ
ｂ
ｍ
へ
⑪
斜
、
へ
、
Ｚ
。
一
一
】
⑤
＠
℃
へ
①
蜆
、
一
ｏ
ｚ
’
一
一
吋
Ｃ
つ
Ｃ
一
℃
一

ｍ
一
ｏ
ｚ
’
」
一
一
℃
＠
ｍ
へ
唾
司
ご
画
国
い
，

、
へ
。
ｚ
・
←
へ
宛
、
⑫
一
一
ｂ
ｂ
Ｃ
ふ
い
・
同
一
の
ｚ
・
←
｝
刃
厨
切
へ
凶
Ｃ
Ｃ
Ｃ
へ
①
℃

ｍ
－
ｎ
ｚ
．
△
へ
冗
閃
切
菖
＠
℃
山
口
。

国
際
人
道
法
の
性
質
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（
４
）

で
あ
り
、
国
家
間
の
相
互
の
利
益
を
守
り
あ
う
と
い
う
他
の
国
際
法
の
分
野
と
は
、
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
際
人
道
法
は
、
不
必
要
な
破
壊
・
殺
織
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
戦
当
事
国
が
互
い
の
利
益
を
守
り
あ
う
、

と
い
う
性
質
を
基
本
的
に
有
す
る
。
国
際
人
道
法
分
野
の
条
約
は
、
交
戦
国
両
国
が
締
約
国
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
｜

（
５
）

方
的
・
片
務
的
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
‐
し
て
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
お
い
て
も
、
そ
の
被
保
護
者
と
な
る

（
６
）

圭
○
の
は
、
敵
国
に
属
す
る
者
で
あ
る
。
国
際
人
道
法
は
、
交
戦
国
間
に
お
い
て
互
い
に
相
手
国
に
属
す
る
人
や
物
の
不
必
要
な
破
壊
・
殺

傷
を
禁
止
す
る
法
な
の
で
あ
り
、
抽
象
的
に
人
や
物
を
一
般
的
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
国
際
人
権
法
と
国
際
人
道
法

と
の
基
本
的
な
相
違
点
は
、
そ
の
適
用
さ
れ
る
状
況
（
平
和
時
で
あ
る
か
武
力
紛
争
時
で
あ
る
か
）
に
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
人
一
般

の
保
護
を
目
的
に
す
る
の
か
そ
れ
と
も
敵
国
の
利
益
の
尊
重
を
目
的
と
す
る
の
か
に
存
す
る
。
も
っ
と
も
、
国
際
人
道
法
の
著
し
い
違

反
は
、
も
は
や
単
に
交
戦
相
手
国
の
み
の
関
心
事
で
は
な
く
、
第
三
国
を
含
む
国
際
社
会
の
関
心
事
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
九
四
九

（
７
）

年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
及
び
一
九
七
七
年
追
加
議
定
書
の
重
大
な
違
反
行
為
に
対
す
る
普
遍
的
管
轄
権
や
、
旧
ユ
ー
ゴ
・
ル
ワ
ン
ダ
国（
８
）

際
刑
事
裁
判
所
規
程
及
び
一
九
九
八
年
採
択
の
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
お
け
る
国
際
人
道
法
の
著
し
い
違
反
に
対
す
る
管
轄
権
規
定

な
ど
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
旧
ユ
ー
ゴ
・
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
も
国
際
人
道
法
が
「
敵
」

（
９
）
（
川
）

し
」
「
味
方
」
の
関
係
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
際
人
道
法
に
お
い
て
は
、
人
や
財
産

の
保
護
と
い
う
人
権
に
お
け
る
保
護
と
同
様
の
側
面
が
一
方
に
お
い
て
あ
り
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
そ
の
保
護
は
抽
象
的
に
人
一
般

の
保
護
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
敵
」
と
「
味
方
」
の
関
係
に
お
い
て
敵
国
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
性
質
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
前
者

の
側
面
に
お
い
て
戦
時
復
仇
の
制
限
や
戦
争
犯
罪
に
対
す
る
普
遍
的
裁
判
管
轄
権
の
設
定
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
し
か
し

そ
れ
で
も
国
際
人
道
法
が
交
戦
国
間
の
法
で
あ
る
と
い
う
性
質
は
変
わ
ら
な
い
。
戦
時
復
仇
の
制
度
は
、
国
際
人
道
法
の
交
戦
国
間
の

相
互
主
義
的
な
適
用
の
側
面
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
及
び
一
九
七
七
年
第
一
追
加
議
定
書
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（
３
）
同
書
同
頁

（
４
）
「
国
際
人
権
法
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
国
家
の
義
務
の
客
観
的
性
格
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
伝
統
的
な
国
際
条
約
で
も
、
通
商
航
海
条

約
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
当
事
国
相
互
間
で
相
手
方
国
民
の
権
利
の
保
障
を
約
束
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
約
束
は
両
当
事
国
間
に
お
い
て

『
相
互
主
義
的
』
（
『
。
。
ｓ
『
：
巳
）
な
反
対
給
付
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
国
際
人
権
法
に
お
け
る
国
家
の
義
務
は
客
観
的
な

性
格
を
有
す
る
。
」
（
北
村
泰
三
「
国
際
人
権
法
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
」
『
現
代
国
際
社
会
と
人
櫓
の
諸
相
宮
崎
繁
樹
先
生
古
稀
記
念
』
（
成

に
お
い
て
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
国
際
人
道
法
の
交
戦
国
間
の
適
用
と
い
う
性
格
の
消
滅
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。
戦
時
復
仇
の
有
効
性
に
対
す
る
疑
問
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
最
初
の
違
反
行
為
に
責
任
の
な
い
無
事
の
者
が
犠
牲
と
な

る
こ
と
の
不
合
理
性
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
こ
の
戦
時
復
仇
に
替
え
て
違
反
行
為
の
行
為
者
個
人
に
対
す
る
刑
事
的
処
罰
と
交
戦
国
と

し
て
の
賠
償
制
度
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
交
戦
国
と
し
て
の
賠
償
制
度
に
つ
い

て
は
一
九
七
七
年
第
一
追
加
議
定
書
第
九
一
条
で
再
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
注
釈
書
で
は
、
こ
の
「
賠
償
を
受

け
取
る
資
格
を
有
す
る
も
の
は
、
通
常
、
紛
争
当
事
国
あ
る
い
は
そ
の
国
民
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
例
外
的
な
場
合
、
中
立
法
規
の
違

反
あ
る
い
は
紛
争
当
事
国
領
域
内
に
お
け
る
中
立
国
民
に
対
す
る
違
法
行
為
の
場
合
に
は
、
そ
の
資
格
を
有
す
る
も
の
が
中
立
国
で
あ

（
Ⅱ
）

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
国
際
人
道
法
が
基
本
的
に
は
交
戦
国
間
の
法
規
で
あ
る
と
い
う
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
１
）
Ｔ
・
パ
ー
ゲ
ン
ソ
ル
箸
、
小
寺
初
世
子
訳
『
国
際
人
権
法
入
門
』
（
東
信
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
頁

（
２
）
杉
原
高
嶺
、
水
上
千
之
、
臼
杵
知
史
、
吉
井
淳
、
加
藤
億
行
、
高
田
映
箸
『
現
代
国
際
法
識
義
（
第
２
版
）
』
（
有
斐
閣
、
平
成
七
年
）
一
一
一
一

六
頁
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（
６
）
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
ｌ
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

『
琉
大
法
学
』
第
六
四
号
三
六
～
四
一
頁
参
照
。

（
７
）
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
条
約
第
四
九
条
、
第
二
条
約
第
五
○
条
、
第
三
条
約
第
一
二
九
条
、
第
四
条
約
第
一
四
六
条
及
び
一
九
七
七
年

第
一
追
加
綴
定
番
第
八
五
条

（
８
）
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
二
条
、
第
三
条
、
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
四
条
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
五
条
、
第
八
条

（
９
）
樋
口
一
彦
、
前
掲
論
文
、
注
（
５
）

耐
）
国
際
刑
事
裁
判
所
の
準
備
委
員
会
に
お
い
て
も
戦
争
犯
罪
の
成
立
に
つ
い
て
、
そ
の
犠
牲
者
が
敵
当
事
者
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
犯
罪

行
為
者
が
認
識
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
【
目
［
□
。
『
ョ
目
皀
恩
己
『
：
画
『
貝
・
『
く
ｎ
．
ヨ
ョ
コ
認
一
目
「
Ｃ
『
ｓ
①

冒
一
⑱
『
自
己
・
目
一
。
１
日
一
目
－
，
：
『
一
Ｍ
『
ず
①
両
一
⑱
ョ
：
一
い
◎
｛
乏
閏
の
『
『
曰
：
．
》
．
『
ミ
、
『
目
員
：
旦
宛
：
（
、
二
．
「
ｓ
⑩
沁
且

の
『
◎
葛
・
く
。
－
．
由
脾
Ｚ
Ｃ
．
ぬ
い
。
（
⑫
①
宮
①
ヨ
ワ
①
『
い
つ
。
①
）
で
．
『
、
一
・
）

（
皿
）
閂
の
弱
、
。
ｎ
．
ヨ
ョ
、
ミ
員
「
』
。
。
二
句
ユ
輿
島
目
。
詞
貝
、
『
２
。
、
。
』
匂
。
「
』
」
疽
詑
句
『
Ｃ
刈
刈
８
二
ｍ
。
、
再
ｎ
百
ｎ
．
再
起
、
ミ
ミ
ョ
白
Ｃ
「
｝
』
エ
声
、
疽
貫

一
℃
へ
。
（
》
Ｄ
ｍ
『
）
で
。
】
つ
い
①
。
ご
画
『
四
・
四
⑦
い
①
。

文
堂
、
平
成
八
年
）
一
四
頁
）

（
５
）
た
と
え
ば
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
二
条
、
及
び
一
九
七
七
年
第
一
追
加
議
定
書
第
九
六
条
２
項
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
条
約

規
定
で
は
、
非
締
約
国
た
る
紛
争
当
事
国
が
当
該
条
約
を
「
受
諾
し
、
且
つ
、
適
用
す
る
と
き
は
」
、
締
約
国
た
る
紛
争
当
事
国
と
の
間
に
条

約
の
拘
束
力
が
生
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
条
約
上
の
義
務
が
「
相
互
の
関
係
に
お
い
て
」
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が

な
い

｡
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「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
は
、
基
本
的
に
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
こ
の
点

に
関
し
て
、
原
理
的
に
一
一
通
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
存
在
す
る
。
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
伝
統
的
な
国
際
人
道
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
そ

し
て
、
国
際
人
権
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
前
者
は
、
政
府
及
び
反
徒
の
団
体
を
そ
れ
ぞ
れ
交
戦
資
格
を
持
つ
平
等
対
等
な
交
戦
者

と
位
置
付
け
、
そ
の
両
者
の
間
の
「
敵
」
と
「
味
方
」
の
関
係
に
お
い
て
、
互
い
の
利
益
の
た
め
に
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
と
と
ら
え
る
。

後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
反
徒
の
団
体
を
政
府
と
対
等
な
当
事
者
と
は
認
め
ず
、
政
府
が
自
国
の
秩
序
維
持
の
た
め
の
行
動
を
と
る
際

に
、
過
剰
な
措
置
と
は
な
ら
な
い
よ
う
確
保
し
、
ま
た
、
国
内
法
の
違
反
者
で
あ
る
反
徒
の
構
成
員
に
つ
い
て
刑
事
手
続
き
上
の
人
権

保
護
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
典
型
的
に
は
交
戦
団
体
承
認
制
度
に
お
い
て
と
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
交
戦
団
体
承
認

（
１
）

制
度
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
他
方
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
及
び
一
九
七
七
年
第
二
追
加
議

定
書
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
基
本
的
に
こ
の
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
諸
学
説
に
お
い
て
は
反
徒
を
条
約

（
２
）

の
当
事
者
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
い
。
内
戦
の
生
じ
て
い
る
当
該
国
内
に
お
い
て
反
徒
が
交
戦
資
格
を
法
的
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
場
合
に
反
徒
に
条
約
の
当
事
者
的
性
質
を
ど
の
よ
う
に
認
め
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
諸

学
説
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
第
三
国
の
国
内
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
に
お
い
て
は
反
徒
の
交
戦
資
格
を
黙
示
的
に
前
提

（
３
）

と
す
る
方
向
性
も
考
え
ら
れ
る
。
｝
」
の
場
〈
ロ
に
は
基
本
的
に
前
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
近
い
も
の
と
な
る
。

２
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
適
法

（
１
）
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
－
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
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一
九
九
○
年
一
一
一
月
二
日
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
シ
ワ
。
シ
百
二
①
ヨ
ー
ロ
ヨ
く
①
『
め
ど
旨
⑫
二
目
①
命
。
『
胃
ョ
目
雪
、
言
⑫
に
集
っ
た
専
門
家
た

（
１
）

ち
が
作
成
し
た
「
最
小
限
の
人
道
基
準
の
宣
言
」
が
、
今
日
、
「
目
巨
『
百
宣
言
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
弓
巨
『
云
巨
宣
言
」
は
一

（
２
）

九
九
四
年
の
会
合
で
若
干
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
宣
言
の
意
義
を
作
成
者
た
ち
は
要
旨
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
今
ｐ
Ｈ
多
く
の
人

権
法
・
人
道
法
の
条
約
規
定
が
存
在
し
て
い
る
が
、
国
内
的
な
暴
力
、
緊
張
、
騒
擾
な
ど
の
事
態
に
お
い
て
は
人
の
保
護
が
十
分
に
な

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
国
際
人
道
法
の
適
用
に
は
武
力
紛
争
の
存
在
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
武
力
紛
争
に
至
ら
な

い
事
態
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
②
当
該
国
家
が
関
連
の
条
約
に
入
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
条
約
は
適
用
さ
れ
な
い
。
③
人
権
条

約
の
な
か
に
含
ま
れ
る
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
条
項
が
援
用
さ
れ
う
る
。
④
行
為
主
体
が
政
府
で
は
な
く
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
場
合
に
、
そ

（
３
）

の
団
体
に
対
す
る
拘
束
性
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
こ
の
「
曰
巨
『
穴
巨
宣

言
」
に
お
い
て
は
、
適
用
の
敷
居
が
存
在
せ
ず
、
す
べ
て
の
個
人
、
団
体
・
当
局
に
対
し
て
義
務
と
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
こ
の
宣
言
に
お
い
て
は
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
条
項
が
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
こ
の
宣
言
の
性
格
と
し
て
は
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ

Ⅱ
「
ご
『
言
宣
言
」
を
め
ぐ
る
議
論

第
五
○
号
参
照
．

（
３
）
樋
口
一
彦
、
前
』

『
琉
大
法
学
』
第
六
四
号
二
～
五
頁
参
照
。

（
２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
樋
口
一
彦
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
二
追
加
議
定
書
に
お
け
る
反
徒
の
地
位
」
『
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

前
掲
、
注
（
１
）
、
三
八
頁
。
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（
Ｉ
）

た
規
範
的
基
準
の
声
明
（
：
目
①
ョ
⑰
員
。
ご
月
⑰
ロ
（
８
コ
。
『
ョ
己
】
く
⑰
い
［
目
：
『
Ｃ
⑫
）
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
目
『
百
宣
言
」
提
案
者
の
問
題
提
起
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
宣
言
の
意
義
は
、
い
か
な
る
評
価
を
受
け
る
べ
き
か
。

ま
ず
、
本
稿
は
国
際
人
道
法
か
ら
の
検
討
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
③
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
条
項
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
こ
こ
で
は
よ

り
深
い
考
察
の
対
象
と
は
し
な
い
。
た
だ
、
各
人
権
条
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
条
項
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
当
該

条
約
規
定
自
体
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
改
正
を
も
含
め
た
議
論
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
も
し
あ
る
人
権
の
緊
急
事
態
に

お
け
る
適
用
の
停
止
が
止
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
宣
言
に
よ
っ
て
そ
の
停
止
さ
れ
た
人
権
の
回
復
が
な
ぜ
可

能
で
あ
る
の
か
。
単
に
必
要
性
の
み
を
強
調
す
る
議
論
は
あ
ま
り
に
も
表
面
的
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
た
と
え
緊
急
事
態
が
人
権

保
護
に
重
大
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
が
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
問
題
が
国
家
の
人
権
義
務
か
ら
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
可
能
性
か
ら
主
と
し
て
生
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
国
内
的
暴
力
の
事
態
に
最
も
多
く
生
じ
る
人
権
侵
害
が
、

ど
の
程
度
、
国
際
条
約
に
定
め
ら
れ
た
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
条
項
の
適
切
か
つ
真
面
目
な
適
用
に
帰
せ
ら
れ
う
る
も
の
か
を
、
さ
ら
に
検

（
５
）

肘
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
「
実
際
に
は
諸
国
は
自
由
権
規
約
第
四
条
に
定
め
ら
れ
る
デ
ロ
ゲ
ー
ー
シ
ョ
ン
の
通
知
手
続
き
に
従
わ
ず
に
、
事

（
６
）

実
上
自
由
権
規
約
に
定
め
ら
れ
る
諸
権
利
か
ら
デ
ロ
ゲ
ー
ー
ト
し
て
い
る
。
」
等
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
次
に
、
②
の
当
該
国
の
関
連
条

約
へ
の
参
加
と
い
う
問
題
は
、
確
か
に
実
際
上
の
問
題
で
は
あ
る
も
の
の
、
条
約
と
い
う
法
源
の
性
質
に
必
然
的
に
付
随
す
る
も
の
で

あ
り
、
慣
習
法
化
を
論
じ
る
の
で
な
け
れ
ば
あ
ま
り
理
論
的
な
問
題
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
国
際
人
道
法
の
観
点
か
ら

の
分
析
に
限
定
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
①
の
国
際
人
道
法
の
適
用
に
お
け
る
武
力
紛
争
の
存
在
の
問
題
、
及
び
、
④
の
政
府
以
外
の
行

為
主
体
に
対
す
る
拘
束
性
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。
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（
１
）
『
■
『
胃
と
シ
ｇ
は
同
じ
都
市
で
、
『
Ｅ
『
官
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
、
ン
ロ
◎
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
名
称
で
あ
る
（
、
｝
ｎ
Ｚ
・
ど
ｇ
Ｃ
Ｓ
Ｚ
ｍ
・

シ
マ
で
⑥
口
昌
ｘ
い
》
冨
貰
二
口
⑫
⑤
す
⑩
ヨ
ヨ
】
ロ
ロ
、
秀
、
「
◎
疽
再
具
、
ロ
、
⑱
『
も
い
○
・
）
。

（
２
）
シ
：
一
己
『
■
囚
：
》
シ
］
］
画
己
宛
。
、
：
四
回
二
『
す
：
。
。
『
三
③
『
◎
ョ
》
察
・
ｎ
ｏ
ヨ
ケ
回
二
コ
、
Ｆ
四
夢
『
一
風
目
⑥
閲
冒
○
国
壁
Ｎ
ｏ
．
⑥
。
。
■
『
二
ｃ
一
唖
一
コ
『
Ｃ
巨
函
。

三
一
三
曰
房
ョ
胃
曰
目
冒
『
冒
曰
⑫
一
目
：
己
吻
豐
程
ョ
、
「
（
、
§
」
◎
冒
冨
ミ
ミ
｛
ミ
句
昌
：
。
冒
巨
Ｓ
ぐ
く
Ｃ
ｌ
・
ｍ
ｐ
（
］
ｇ
い
）
弓
・
凶
】
い
‐
吋
目
．

（ｑ））一○一旦・ご已己・山】いＩ凶］“．

（
４
）
ご
ミ
・
同
じ
趣
旨
の
説

国
際
人
道
法
は
、
武
力
紛
争
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
存
在
が
国
際
人
道
法
の
適
用
の
前
提
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
こ
の
武
力
紛
争
の
存
在
と
い
う
要
件
が
国
際
人
道
法
適
用
の
敷
居
を
な
し
て
い
る
。
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際

（
１
）

人
道
法
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
は
十
分
〈
ロ
理
的
に
説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
反
徒
の
交
戦
資
格
を
前
提
と
し
な
い
、
内
戦
に
適
用
さ
れ

る
国
際
人
道
法
に
関
し
て
は
、
本
来
武
力
紛
争
の
存
在
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
必
要
と
す
る

（
５
）
、
一
ｏ
ｚ
・
←
へ
】
①
。
、
扇
剖
も
’
］
」
・
も
回
『
囚
い
、
。

（
６
）
国
、
ｚ
・
全
国
Ｃ
Ｃ
Ｓ
］
一
山
・
シ
ョ
ョ
⑪
〆
角
句
已
。
」

１
国
際
人
道
法
適
用
の
敷
居

ご
ミ
・
同
じ
趣
旨
の
説
明
と
し
て
、
『
。
：
。
。
『
ｚ
ｎ
８
Ｐ
員
『
ゴ
⑥
ェ
Ｅ
ョ
、
三
目
二
目
◎
局
虫
巨
ョ
目
冒
『
旨
皀
Ｆ
画
乏
．
．
》
エ
ミ
ミ
Ｒ
：
」
◎
冒
目
（
・
「

●

｝
昌
巾
「
訶
角
『
一
．
コ
ミ
ト
ロ
そ
く
◎
一
・
℃
←
ｚ
◎
・
脚
（
凶
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
で
己
・
世
Ｊ
い
‐
脚
Ｊ
ｍ
．

国
、
ｚ
・
全
国
Ｃ
Ｃ
Ｓ
］
←
い
シ
ョ
ョ
⑪
〆
角
⑱
、
。
「
『
。
『
ｓ
ｎ
両
Ｈ
、
ｑ
【
ミ
句
ミ
ヨ
、
。
司
司
氏
再
旦
ロ
ョ
⑩
ミ
ミ
堕
冒
蜀
旦
員
「
巨
吻
。
「
重
Ｅ
司
口
員
与
も
』
Ｐ
も
③
『
四
・
』
Ｃ
・
・

シ
ロ
で
⑥
ヨ
昌
〆
］
・
・
君
。
『
弄
助
琴
。
、
記
、
、
。
「
「
環
で
。
］
⑬
．
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（
２
）

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
蕊
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
「
共
通
第
一
一
一
条
及
び
第
一
一
迫
加
議
定
書
は
、
締
約
国
の
公
式
の
か
つ
事
前
の

約
束
と
し
て
、
た
と
え
武
力
紛
争
が
生
じ
た
と
き
に
お
い
て
も
守
ら
れ
る
べ
き
行
動
の
ル
ー
ル
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
条
約
に
お
け
る
『
武
力
紛
争
の
存
在
』
と
い
う
適
用
条
件
は
、
本
来
必
要
な
も
の
で
は
な
く
、
締
約
国
政
府
の
行
動
に
お
い
て

遵
守
さ
れ
る
べ
き
規
範
と
し
て
は
い
つ
い
か
な
る
場
合
で
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
実
際
的
に
も
十
分
可
能
な

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
武
力
紛
争
の
存
在
』
を
前
提
と
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
国
政
府
に
よ
る
公
式
の
適
用
を
引
き
出
し
や
す
い

と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
実
際
に
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
反
徒
の
団
体
が
存
在
し
て
お
り
、
当
該
国
内
に
お
い

て
事
実
上
国
際
紛
争
と
同
様
の
武
力
紛
争
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
両
者
の
合
法
的
な
戦
闘
行
為
を
前
提
と
し
な
が
ら
不

必
要
な
破
壊
・
殺
裁
を
禁
止
す
る
規
範
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
当
該
政
府
が
交
戦
団
体
承
認
を
行
な
わ
な
く
て
も
、
事
実
上
必
要
と

さ
れ
、
ま
た
、
実
際
に
も
適
用
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
特
に
国
際
裁
判
所
や
第
三
国
国
内
裁
判
所
が
個
人
の
刑
事
的
処
罰
と
い
う
形
で

（
３
）

適
用
す
る
場
合
、
黙
示
的
に
》
」
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
。

こ
の
提
案
さ
れ
て
い
る
「
目
『
百
宣
言
」
に
お
い
て
は
、
反
徒
の
団
体
の
法
的
な
位
置
付
け
は
明
確
で
は
な
い
。
第
一
七
条
（
「
こ
れ

ら
の
基
準
の
遵
守
は
、
国
内
的
暴
力
、
〔
民
族
的
、
宗
教
的
及
び
国
民
的
紛
争
、
〕
騒
擾
、
緊
張
あ
る
い
は
公
の
緊
急
事
態
の
状
況
下
に

（
４
）

あ
る
い
か
な
る
当
局
、
集
団
あ
る
い
は
人
の
法
的
地
位
に
も
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
」
）
か
ら
す
れ
ば
、
反
徒
の
交
戦
資
格
を
前
提
上
」
し

な
い
こ
と
が
間
接
的
に
示
さ
れ
て
い
る
、
と
も
読
め
る
。
も
し
こ
の
「
『
冒
百
宣
言
」
が
、
反
徒
の
交
戦
資
格
を
前
提
と
は
せ
ず
、
そ
し

て
政
府
に
対
し
て
の
み
義
務
を
課
す
る
趣
旨
の
文
書
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
武
力
紛
争
の
存
在
」
と
い
う
適
用
条
件
が
必
要
と
さ
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
宣
言
の
他
の
部
分
か
ら
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、
第
二
条
で
「
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
そ
の
法
的
地
位
に
関
係
な
く
ま
た
い
か
な
る
不
利
な
差
別
も
な
し
に
、
す
べ
て
の
人
、
集
団
及

（｛⑥）

び
当
局
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
Ｐ
っ
に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
、
そ
し
て
第
五
条
で
は
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ｒ
、
暴
力
行
為
に
参
加
し
て
い
な
い
者
に
対
す
る
攻
撃
は
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
る
。
２
、
武
力
の
行
使
が
避
け
ら

れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
行
使
は
、
常
に
、
そ
の
攻
撃
行
為
〔
若
し
く
は
そ
の
状
況
〕
の
重
大
性
、
又
は
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
的
に
比

例
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
３
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
兵
器
あ
る
い
は
そ
の
他
の
物
質
又
は
方
法
は
、

（
６
）

い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
、
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
第
五
条
で
は
、
こ
の
規
定
に
反
し
な
い
形
で
の
武
力
行

使
は
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
規
定
は
政
府
に
の
み
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
そ
れ
と
も
個
人
や
反
徒
に
も
適
用
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
次
節
で
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。

（
３
）
樋
口
一
彦
、
同
論
文
、
四
二
～
四
三
頁

（
４
）
エ
ミ
⑩
、
（
。
§
、
。
ミ
コ
ミ
ミ
『
ミ
⑯
ヨ
ミ
『
ｏ
ヨ
ロ
【
ト
§
ぐ
Ｃ
｝
・
田
（
】
。
Ｄ
】
）
で
・
畠
】
・
・
ぐ
Ｃ
一
・
沼
（
］
ｇ
い
）
で
．
Ｈ
い
・
（
な
お
、
〔
〕
の
中
は
、
一
九
九
四

年
の
修
正
で
追
加
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
）

（
５
）
『
ず
匙
６
ぐ
Ｃ
ｌ
・
的
山
（
］
＠
℃
】
）
己
・
妙
凹
“
’
画
く
。
］
‐
ぬ
①
（
］
＠
℃
い
）
で
．
い
い
①
．

（
６
）
ご
量
・
・
ぐ
。
｝
・
愚
（
】
ｇ
］
）
己
・
ヨ
＠
・
・
く
。
」
・
患
（
】
遣
い
）
弓
・
』
ｇ
‐
目
】
．
（
な
お
、
〔
〕
の
中
は
、
一
九
九
四
年
の
修
正
で
追
加
さ
れ
た
部
分
で

（
１
）
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用

『
琉
大
法
学
』
第
六
四
号
一
一

（
２
）
樋
口
一
彦
、
同
論
文
参
照

樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
Ｉ
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

『
琉
大
法
学
』
第
六
四
号
三
～
四
頁

あ
る
。
）
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国
際
人
権
法
は
、
国
家
が
個
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
、
他
の
国
に
対
し
て
約
束
す
る
、
と
い
う
性
質
を
持
つ
。
基
本
的
に
国

家
が
国
際
法
上
の
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ
て
、
個
人
あ
る
い
は
個
人
の
集
団
が
国
家
と
対
等
な
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
「
こ
れ
ら

の
（
国
家
以
外
の
武
装
）
集
団
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
国
家
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
文
書
で
あ
っ
て
国
家
に
よ
っ
て
の
み
公
式
に
批
准
．

（
１
）

加
入
さ
れ
う
る
国
際
人
権
条
約
の
規
定
を
、
法
的
に
遵
守
す
る
義
務
は
な
い
。
」
他
方
、
国
際
人
道
法
は
、
国
家
（
交
戦
当
事
国
）
が
相

（
２
）

互
に
対
等
な
義
務
を
負
う
、
と
い
う
性
質
を
有
す
る
。
内
戦
に
お
い
て
は
、
反
徒
の
交
戦
資
格
を
前
提
と
し
て
伝
統
的
な
国
際
人
道
法

の
枠
組
み
の
な
か
で
、
政
府
と
反
徒
が
対
等
平
等
に
国
際
人
道
法
上
の
権
利
義
務
を
有
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
政
府
側
の
み
を
国
際
法

（
３
）

上
の
義
務
主
体
と
し
て
位
種
付
け
る
国
際
人
権
法
ア
プ
ロ
ー
チ
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
家
を
代
表
す
る
政
府
と
そ
し
て
交
戦

資
格
を
持
つ
反
徒
が
国
際
人
道
法
上
の
権
利
義
務
の
主
体
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
約
上
及
び
（
又
は
）
国
際
慨
習
法
上
の
全

般
的
な
権
利
義
務
の
主
体
性
と
は
別
に
、
個
人
が
国
際
法
上
直
接
に
義
務
を
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
狭
義
の
国
際
犯
罪
と
さ
れ
る
、
戦

争
犯
罪
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
そ
し
て
侵
略
の
罪
に
対
し
て
は
、
国
内
法
を
介
在
さ
せ
ず
に
直
接
国
際
法
上
の
犯
罪

と
し
て
国
内
裁
判
所
又
は
国
際
裁
判
所
に
お
い
て
罪
を
と
わ
れ
う
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
Ｈ
冒
曹
宣
言
」
の
な
か
の
規
範
の
拘
束
性
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
二
条
に

お
い
て
「
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
そ
の
法
的
地
位
に
関
係
な
く
ま
た
い
か
な
る
不
利
な
差
別
も
な
し
に
、
す
べ
て
の
人
、
集
団
及
び
当
局

（
４
）

に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
、
そ
し
て
第
一
九
条
で
は
「
す
べ

て
の
人
、
集
団
及
び
当
局
は
、
本
基
準
の
遵
守
に
責
任
を
有
す
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
及
び
人
道
に
対
す
る
罪
を
含
む
、
国
際
人
道
法
の

著
し
い
違
反
に
対
し
て
は
、
個
人
的
責
任
が
存
在
す
る
。
諸
国
は
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
が
国
内
裁
判
所
あ
る
い
は
国
際
裁
判
所
に
お
い

２
三
．
コ
ー
の
一
旦
の
シ
◎
『
。
『
⑪
薯
へ
の
拘
束
力
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（
５
）

て
訴
追
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
，
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
る
。
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
及
び
人
道
に
対
す
る
罪
を
含
む
、
国
際
人

道
法
の
著
し
い
違
反
に
対
し
て
は
、
個
人
的
責
任
が
存
在
す
る
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
今
日
の
国
際
法
に
お
い
て
確
立
し
た
原
則

で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
日
日
百
宣
言
」
の
な
か
の
規
範
が
す
べ
て
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
。
こ
の
宣
言
の
な
か
で
禁
止
さ
れ
る
行
為
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
や
人
道
に
対
す
る
罪
の
定
義
に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
（
狭

義
の
）
国
際
人
道
法
の
著
し
い
違
反
に
つ
い
て
も
、
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
に
合
致
す
る
か
ぎ
り
で
の
み
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
国
際
人
道
法
違
反
で
は
な
く
て
も
、
こ
の
宣
言
の
第
三
条
２
項
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
殺
人
、
拷
問
、
強
姦
な
ど
は
国
内

刑
法
の
違
反
と
し
て
国
家
が
個
人
的
刑
事
責
任
を
追
求
し
う
る
。
ま
た
、
国
家
（
を
代
表
す
る
政
府
）
は
、
国
際
法
主
体
と
し
て
、
条

約
及
び
国
際
慣
習
法
に
基
づ
き
、
基
本
的
な
人
権
の
尊
重
、
人
道
法
規
範
の
尊
重
の
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、
個
人
と
は
別
の
「
集
団
」
、

政
府
以
外
の
「
当
局
」
（
内
戦
の
反
徒
な
ど
）
は
、
団
体
と
し
て
の
国
際
法
上
の
義
務
を
負
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
『
冒
百
宣
言
」

は
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
課
そ
う
と
す
る
趣
旨
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
宣
言
に
お
い
て
は
、
諸
政
府
へ
の
受
け
入
れ
ら
れ
易
さ
の
考
慮

か
ら
か
、
内
戦
の
反
徒
の
地
位
を
明
確
に
認
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
内
戦
の
反
徒
を
含
む
す
べ
て
の
団
体
・
集
団

に
、
こ
の
宣
言
の
義
務
を
履
行
す
る
国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
解
し
う
る
。
こ
れ
が
法
的
な
意
味
を

伴
わ
な
い
政
治
的
・
道
義
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
「
そ
の
宣
言
は
容
易
に
適
用
さ
れ
う
る
、
国
際
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
、

（
６
）

一
連
の
普
遍
的
基
準
と
な
る
。
」
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
法
的
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
し
」
は
明
ら
か
で
あ
る
。
確
か
に
反

徒
の
地
位
と
い
う
困
難
な
問
題
を
回
避
し
つ
つ
、
犠
牲
者
保
護
の
成
果
を
あ
げ
た
い
、
と
い
う
作
成
者
た
ち
の
苦
心
は
十
分
理
解
で
き

る
が
、
そ
の
た
め
に
法
的
な
裏
付
け
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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本
稿
に
お
い
て
は
、
「
目
『
百
宣
言
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
提
案
者
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
国
内
的
暴
力
・
緊
張
状
態
に
お
け
る
人

の
保
護
と
い
う
問
題
を
国
際
人
道
法
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
現
在
の
世
界
各
地
で
生
じ
て
い
る
大
規
模
な
人
権
侵
害
、
残
虐
行

為
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
そ
の
最
低
限
の
人
の
保
護
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
提
案
者
た
ち
の
真
撃
な
提
言
は
、
傾
聴
に
値
す
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
法
的
・
理
論
的
な
裏
付
け
は
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
人
権
法
と
人
道
法
の
性
質
の
違

い
、
及
び
内
戦
の
反
徒
の
法
的
な
位
置
付
け
と
い
う
難
問
を
避
け
て
い
て
は
、
法
的
提
言
と
し
て
説
得
力
に
欠
け
る
の
み
な
ら
ず
、
実

際
に
も
有
用
な
文
書
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

内
戦
や
国
内
的
暴
力
・
緊
張
状
態
に
お
い
て
過
剰
な
暴
力
・
残
虐
行
為
を
防
ぐ
国
際
法
制
度
と
し
て
は
、
ま
ず
、
当
該
政
府
の
行
動

を
制
約
す
る
人
権
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
人
権
諸
条
約
に

お
わ
り
に

戸
ｂ
）
｛
⑤
（
且

（
４
）
エ
ミ
⑩
『
局
§
」
◎
ミ
ョ
ミ
ミ
『
ミ
、
「
コ
ミ
（
：
ミ
ト
：
》
く
・
’
・
恩
（
－
９
］
）
つ
い
昌
・
・
く
。
－
．
函
ロ
（
】
ｂ
ｂ
い
）
百
・
目
○
・

（
５
）
ご
こ
・
・
ぐ
◎
一
・
＄
（
】
ｇ
い
）
己
・
日
〕
，
な
お
、
こ
の
第
一
九
条
は
一
九
九
四
年
の
修
正
で
追
加
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

ダロ、〆へ〆へ

３２１
－〆￣ジ、－〆

本
稿
第
１
節
１
参
照

本
稿
第
１
節
２
参
照

、
へ
の
ｚ
・
←
へ
】
ｂ
①
、
へ
⑪
『
も
』
山
・
も
叫
国
・
山
◎
。

》ロｏい】刮・



琉大法学第６７号（2002） 2４８

お
け
る
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
条
項
の
適
否
、
あ
る
い
は
そ
の
適
正
な
実
施
の
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
、
国
内
的
な
暴
動
・
緊

張
の
状
態
で
は
な
く
、
組
織
的
な
反
徒
の
団
体
が
存
在
し
、
政
府
と
の
間
の
「
内
戦
」
状
態
に
な
れ
ば
、
政
府
と
反
徒
の
両
者
が
対
等

平
等
な
交
戦
者
と
し
て
両
者
を
拘
束
す
る
国
際
人
道
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
然
的
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
政
府

（
１
）

が
反
徒
を
交
戦
団
体
と
し
て
正
式
に
承
認
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
の
で
、
事
実
上
か
つ
事
後
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
他

方
、
国
際
裁
判
所
や
第
三
国
国
内
裁
判
所
が
そ
の
国
際
人
道
法
違
反
に
関
し
て
刑
事
裁
判
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
た
と
え
黙
示
的

（
２
）

に
せ
よ
、
反
徒
の
交
戦
資
格
を
前
提
と
す
る
｝
」
と
が
期
待
で
き
る
。
｝
」
の
よ
う
に
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
国
際
人
権
法
と
国
際
人

道
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
の
よ
り
有
効
な
発
展
が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
反
徒
の
法
的
な
地
位
を
認
め
る
制
度
と
認
め
な
い
制
度

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
ｌ
そ
の
拡
大
の
可
能
性
ｌ
」
『
琉
大
法
学
』
第
五
五
号
参
照
。

（
２
）
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
ｌ
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

『
琉
大
法
学
』
第
六
四
号
参
照
．

（
二
○
○
一
年
一
○
月
一
四
日
）


